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学位論文要約

大場　貴裕

本論文では、接触多様体と Stein領域に関して研究を行った。特に、分岐被覆や多様体上のファイバー

構造などの位相幾何学的な手法によりその研究を行った。

実 4次元の Stein領域は、ブレイド状曲面を分岐集合とする 4次元円盤の単純分岐被覆として実現さ

れる。そこで、まずはこのように実現される Stein領域の Stein構造と、分岐集合となるブレイド状曲

面の関係について考察した。その結果、分岐被覆を用いて、滑らかな多様体としては微分同相であるが、

Stein構造に付随する複素構造は相異なるものを持つ任意有限個の Stein領域の族を構成した。とくに、

これらの Stein領域たちは同じブレイド状曲面で分岐する単純分岐被覆として実現される。

　次に、閉曲面の単位余接束上の標準的接触構造についての研究を行った。Johnsによって、この接

触構造に適合するオープンブック分解はすでに構成されていた。しかし彼の構成は抽象的であったため、

まずはこれを考察し直し、オープンブック分解のページと呼ばれるファイバー曲面の位相型と、モノド

ロミーの右手デーンツイストによる積表示を書き下した。さらに、その構成から着想を得て、彼の構成

とは異なり、かつ単純化されたオープンブック分解も得た。なお、この研究は Burak Ozbagci氏と共同

研究に基づいている。

　最後に、高次元接触多様体とその Stein充填についての研究を行った。3次元の場合には、Stein充

填を無限個もつ接触多様体は数多く構成されている。高次元の場合には、オープンブックや Lefschetz

ファイバー空間を構成に用いようとすると、ファイバーとなる多様体の次元が高くなるために、これら

のファイバー構造の扱いは困難であった。この論文においては、ファイバーとなる多様体に A型Milnor

ファイバーを取ることにより、この問題を解決した。その結果、この多様体をページやファイバーに持

つオープンブックや Lefschetzファイバー空間を用いて、Stein充填を無限個もつ高次元接触多様体を構

成した。


